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平成２０年１０月２９日 発行

学校田では，春より大切に育ててきた稲も刈り取りをすませ，稲こぎをしてお

よそ５ Kg のもち米を収穫しました。また，報道などでご存知のように，この秋

日本では物理・化学の分野でノーベル賞を４人が受賞するという明るいニュース

もありました。

４人に共通して言えることは，５０年前や３０年前の研究の成果が今日認められ

たということです。

このことから，長い時間をかけて，じっくり取組むことの大切さを教えられま

した。『続けることこそ力である。』ということを実感します。

受賞者の一人である，南部陽一郎さんは，「おわんクラゲを流しに捨てたら光っ

た」ことに興味を持ち，来る日も来る日もクラゲを採ってきては研究を続けたと

いうことです。

何でもないこと，人が興味を持たないことにも好奇心を持ち，長年それを解決

していくために取組んだ意志の強さには感心します。

日本のことわざに，『桃栗３年，柿８年』というのがあります。

種をまいて芽を出してから実がなるまでに，桃や栗は３年，柿は８年もかかり

ます。

物事を始めてから達成するまでには時間がかかるというたとえです。

米づくりも，「米」という字を分解すると，「八十八」になるように，８８回く

らいの多くの手間をかけて，実りの秋を迎えるということです。

（現在は機械化が進み，昔ほど手間ひまはかけませんが，手間ひまかけてできる

一粒の米であるという思いは，「米」という字の中にこめられているのです。）

その他，伝統文化やものづくり（職人）のことばの中には，一人前になるには，

それなりの歳月と苦労がいるということを示しているものがたくさんあります。

例えば「うなぎ職人」の言われることに，『開き５年，串刺し８年，焼き一生』

ということばがあります。

こうしたことから，何事も実りの秋を迎えるのは時間と労力が必要なんだなと

いうことを子どもなりに少しでも感じとって，夢に向かって挑戦する子どもにな

ってほしいと願っています。

（校長 長江留理子 ）
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スポーツの秋，食欲の秋，読書の秋といろいろなことにしっかり

取り組める秋も深まってきました。昨年から行っている朝読書も定

着し，１年生から６年生まで静かに読書に集中する姿が見られます。

最近の子どもたちの学習状況や日常の会話からも，ことばの力や豊

かな感性は確実に育ってきていると実感しております。毎日の時間

は短くても日々継続して取り組むことが大きな力を育てることへの

確実な道だと思います。何度かご協力いただいたアンケートにより

ますと，読書を勧めているにもかかわらず，家庭で読書を行ってい

る子どもたちの割合が意外に少なく残念です。今一度，ご家庭でも，

子ども達に読書をするよう声をかけていただけたら幸いです。でき

ましたらお家の方々もご一緒に読書をされてはいかがでしょうか。

心落ち着く時間が確保されると思います。

１０月の学校朝会で校長先生が，正岡子規や俳

句・川柳についてお話され，川柳・俳句は短いこ

とばの中に自分の思いや感動を表現した日本の伝統文化であることを説明

してくださいました，高学年では，これまで学習したり取り組んだりして

いましたが，このお話を機会に，全児童で俳句や川柳を作ってみようと取

り組み始めました。川柳・俳句も読書同様に，感性を育みことばの力をつ

けていくことに大きな効果があります。

図書室の前に置かれた用紙に川柳・俳句を書きトトロポストに入れてお

くよう子どもたちに伝えると短時間にトトロポストはいっぱいになりまし

た。旧校舎１階に掲示してありますので，学校に来られた時には是非ご覧

ください。楽しい作品が並んでいます。その中の一首が中国新聞に掲載さ

れました。子ども達の励みになると思います。

日 曜 行 事 日 曜 行 事

１ 土 誕： 16 日

２ 日 地域公開参観日・学習発表会 17 月

３ 祝 文化の日 18 火

４ 火 代休 誕： 19 水

５ 水 交通指導 20 木

６ 木 21 金

７ 金 22 土

８ 土 陸上記録会（５・６年生） 23 日 勤労感謝の日

９ 日 24 月 振替休日

10 月 25 火

11 火 音戸の舟唄指導（５・６年生） 26 水

12 水 27 木

13 木 28 金

14 金 29 土

15 土 30 日 とんど竹切り

※１２月５日の教育研究会のため，臨時の役員会を開催させていただくようになると思います

が，よろしくお願いいたします。後日連絡いたします。

図書室前の

ト ト ロ ポ ス ト


